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6月定例会

3874万8千円増額

平成28年度一般会計補正予算

＜補正の主な内容＞
・ふるさと納税業務委託料（ふるさと芝山応援寄附金の返礼品関係）８６２万６千円
・公共交通利用者等駐車場整備に伴う現況測量等業務委託料　　　　４１３万７千円
・臨時福祉給付金給付事業費（臨時福祉給付金）　　　　　　　　　９０９万２千円
・年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業費（年金生活者等支援臨時福祉給付金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６０万円

（補正後の合計額48億2174万8千円）

 ６月定例会は６月７日から10日まで４日間の会期で開かれました。町長から提案された専決処分
※の承認(２件)のほか、公共下水道施設建設工事委託協定締結、職員の分限に関する手続及び効果
に関する条例一部改正、平成28年度一般会計補正予算及び介護保険特別会計補正予算について審議
し、平成27年度一般会計繰越明許費の確定報告を受けました。いずれも原案どおり可決しました。
※専決処分とは議会開催ができなかったための処分

 低所得者に対して消費税率の引上げによる影響を緩和するため「平成28年度臨時福祉給付金」
及び低所得の障害・遺族基礎年金受給者向けの給付金「平成28年度年金生活者等支援臨時福祉給
付金」が実施されます。（申請時期；平成28年９月以降の予定）

専決処分の承認（税条例の一部改正）
【主な改正点】
１　法人町民税法人税割の税率を次のとおりとし、平成29年4月1日以後に開始する事業年度から適用する。
　（法人税率の引下げ）。

平成２８年度臨時福祉給付金関係概要
①年金生活者等支援臨時福祉給付金 ②臨時福祉給付金

③低所得の高齢者向けの給付金 ④低所得の障害・遺族基礎年金
受給者向けの給付金 ⑤平成 28年度臨時福祉給付金

趣
 
 
旨

「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい低年
金受給者への支援によるアベノミクスの成果の均てんの観点や、高齢者
世帯の年金も含めた所得全体の底上げを図る観点に立ち、社会保障・税
一体改革の一環として平成 29 年度から実施される年金生活者支援給付
金の前倒し的な位置づけになることも踏まえ、また、平成 28 年前半の
個人消費の下支えにも資するよう、低所得の高齢者等を対象に年金生活
者等支援臨時福祉給付金を実施する　　

税制抜本改革法に基づき、低所
得者に対し、消費税率引上げ
（5→ 8％）による影響を緩和する
ため、簡素な給付措置（臨時福祉
給付金）を実施する

支
給
対
象
者

平成 27 年度簡素な給付措置の対象
者のうち、平成 28 年度中に 65 歳
以上となる者

平成 28 年度簡素な給付措置の対象
者のうち、障害基礎年金又は遺族
基礎年金を受給している者（③の
支給対象者を除く。）

市町村民税（均等割）が課税され
ていない者（市町村民税（均等割）
が課税されている者の扶養親族等、
生活保護の被保護者等を除く）

基準日 平成 27年１月１日 平成 28 年１月１日
支
給
額

支給対象者一人につき、３０，０００円 支給対象者一人につき、３，０００円

①と②の対象者は一人３３，０００円まで

申請時期 平成 28 年４月21日～７月22日の３ヶ月間 平成２８年９月以降（予定）④と⑤の申請受付は同時期

支給開始 平成２８年６月下旬 平成２８年１０月以降（予定）④と⑤の支給は同時期
事
業
費
用

国：事業の実施に要する経費（事業費・事務費）を補助（10/10）

町：平成２７年度３月補正 町：平成２８年度６月補正

改正前 改正後

法人町民税法人税割 9 . 7 ％ 6 . 0 ％
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専決処分の承認（国保税条例の一部改正）
【主な改正点】
１　国民健康保険税の基礎賦課額に係る賦課限度額を以下のとおり引き上げることとした。（課税限度額
　の引上げ）

２　自動車取得税の廃止と環境性能割の創設（平成29年度から）
　�　平成29年に、自動車取得税を廃止し、軽自動車税に環境性能割を創設する。
　・税率は、燃費基準値達成度に応じて決定し、非課税・１％・２％（当分の間の上限）の３段階と
　　する。
　・軽自動車税環境性能割は、当分の間、都道府県が賦課徴収等を行う。
３　グリーン化特例（軽課）の延長
　　軽自動車税の現行の特例措置（グリーン化特例）については、適用期限を１年間延長する。

２　低所得者に対する国民健康保険税の軽減措置の対象を拡大するため、軽減判定基準について以下の
　とおり見直すこととした。
（減額措置に係る軽減判定所得の算定方法の変更）

改正前 改正後

医療分 ５２万円 ５４万円（２万円引き上げ）

後期高齢者支援分 １７万円 １９万円（２万円引き上げ）

介護分 １６万円 変更なし

合　計 ８５万円 ８９万円（４万円引き上げ）

軽減区分 世帯の合計所得

７割 変更なし 基礎控除額（３３万円）

５割
改正前 基礎控除額（３３万円）＋２６．０万円×被保険者数

改正後 基礎控除額（３３万円）＋２６．５万円×被保険者数

２割
改正前 基礎控除額（３３万円）＋　 ４７万円×被保険者数

改正後 基礎控除額（３３万円）＋　 ４８万円×被保険者数

※被保険者数には、同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した者を含み
　ます。

芝山町公共下水道施設の建設工事委託に関する協定の締結

職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定

・場 　 所
・金 　 額
・方 　 法
・相 手 方

・工 　 期�

芝山町小池、新井田、山田及び宝馬地内

１４６，３２０，０００円

随意契約（※競争入札でなく複数業者の見積りでの契約）

千葉市美浜区磯辺８丁目２４番１号

　　　　　公益財団法人　千葉県下水道公社

　　　　　理事長　　早　川　　徹

議決の翌日から平成２９年３月３１日

【一部改正の概要】
　人事評価制度の施行に伴い職員の降給の事由及び手続等を定めるための改正内容とするもの。
降給の種類
・ 降格　職員の職務の級を同一の給料表の下位の職務の級に変更するもの
・ 降号　職員の号給を同一の職務の級の下位の号給に変更するもの
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○請願第１号
　「国における平成29（2017）年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書
◎紹介議員－坂井慶子議員
　→委員長報告は採択
　　本会議でも全員賛成で採択・可決となり関係機関へ意見書を提出しました。
○請願第２号
　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書
◎紹介議員－實川嘉一議員
　→委員長報告は採択
　　本会議でも全員賛成で採択・可決となり関係機関へ意見書を提出しました。

○陳情第２号
　「公立保育所の一般財源化を廃止し、直接補助制度に戻すことを求める意見書の提出を求める陳情書」
◎委員長報告は継続審査
○陳情第３号
　「保育士不足を解消するため、保育士の処遇を大幅に改善することを求める意見書の提出を求める
陳情書」
◎委員長報告は採択
　本会議でも全員賛成で採択・可決となり関係機関へ意見書を提出しました。
○陳情第４号
「子育て費用の家計負担軽減化をはかるために保育料の低減化を求める意見書の提出を求める陳情書」
◎委員長報告は不採択

○陳情第５号
「日本を「海外で戦争する国」にする安保法制（戦争法）を廃止する意見書提出を求める陳情書」
◎委員長報告は不採択

【まちづくり常任委員会　請願審査結果】

【総務常任委員会　陳情審査結果】

請願者－子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会　 会長  関山 邦宏

請願者－千葉県保育問題協議会　 会長  田島 潤一

請願者－戦争はいやだ山武地域の会　戸賀  輝彦 氏　外３名

平成27年度　芝山町一般会計繰越明許費繰越計算書
款 項 事　業　名 翌年度繰越額

２. 総務費 １. 総務管理費
固定資産台帳及び公共施設等総合管理計画整備
事業

円
18,825,000

２. 総務費 １. 総務管理費
新地方公会計統一モデル対応財務会計システム
改修事業

7,344,000

２. 総務費 １. 総務管理費 日本版 DMO 構築による観光推進事業 62,949,000

２. 総務費 １. 総務管理費 情報セキュリティ強化対策事業 41,000,000

２. 総務費 ３. 戸籍住民基本台帳費 個人番号カード交付事業 1,916,000

３. 民生費 １. 社会福祉費 年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業 29,240,000

７. 土木費 ２. 道路橋梁費 町道 01 − 009 号線道路改良事業 17,781,560

７. 土木費 ２. 道路橋梁費 町道 02 − 009 号線道路改良事業 19,218,000

７. 土木費 ２. 道路橋梁費 町道 4BL − 0027 号線道路改良事業 12,554,000

８. 消防費 １. 消防費 防災行政無線屋外子局バッテリー交換事業 1,832,000

合　　　　　　　計 212,659,560
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（議長は採決に加わりません）賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退

平成28年第2回芝山町議会定例会・議案審議結果（Ｈ28.6.10議決）

議案 
番号

件名と主な内容 

（件名は一部省略しています）

議席
番号

①②③④⑤⑥⑦⑨⑩⑪⑫
⑧
議
長

議
決
結
果

坂
井 

慶
子

實
川 

嘉
一

麻
生 

孝
之

岩
澤 

達
弥

伊
藤 

　
栄

伊
橋 
寿
夫

小
嶋 
秀
樹

石
田 

謙
一

内
田 

白
民

平
山 

　
弘

川
口 

幸
雄

戸
井 

沢
夫

第１号

町税条例等の一部改正の専決処分の承認・・・地方税法
等の一部の改正に伴い、法人町民税法人税割の税率の引
下げ及び軽自動車税環境性能割の創設等に係る改正内容
とするもの。

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第２号
国民健康保険税条例の一部改正の専決処分の承認・・・
国民健康保険税の賦課限度額及び軽減基準の変更等を改
正内容とするもの。

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第３号
建設工事委託に関する協定の締結・・・公共下水道施設の
建設工事委託に関する協定（協定金額 1 億 4,632 万円）の
締結に関し、議決を求めるもの。

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第４号
職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改
正・・・人事評価制度の施行に伴い職員の降給の事由及び
手続等を定めるための改正内容とするもの。

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第５号

平成２８年度一般会計補正予算（第１号）・・・臨時福祉
給付金（909 万 2 千円）、年金生活者等支援臨時福祉給付
金（360 万円）などの合計 3,874 万 8 千円を追加し、補正
後の予算総額を 48 億 2,174 万 8 千円とするもの。

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第６号
平成２８年度介護保険特別会計補正予算（第１号）・・・包
括的支援事業・任意事業費（18 万 8 千円）を追加し、補
正後の予算総額を 5 億 5,338 万 8 千円とするもの。

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請願
第１号

国における平成２９（2017）年度教育予算拡充に関する請願
書・・・子どもたちによりよい教育を保障するため、国の教
育予算を拡充するように関係行政庁へ意見書提出を求めるも
の。
　請願者　子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関
係団体　千葉県連絡会

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

請願
第２号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する請願書・・・教育
の機会均等とその水準の維持向上のために義務教育費国庫
負担制度の堅持について関係行政庁へ意見書提出を求める
もの。
　請願者　子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関
　係団体　千葉県連絡会

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

陳情
第３号

保育士不足を解消するため、保育士の処遇を大幅に改善
することを求める陳情書・・・保育士不足を解消するため、
保育士の処遇を大幅に改善するように関係行政庁へ意見書
提出を求めるもの。
　請願者　千葉県保育問題協議会

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議案
第１号

国における平成２８年度教育予算拡充に関する意見書・・・
請願第１号の採択を踏まえ、その趣旨に沿い関係行政庁に
意見書提出をするもの。
　　　発議者　坂井慶子議員ほか１名

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議案
第２号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書・・・請願
第２号の採択を踏まえ、その趣旨に沿い関係行政庁に意見
書提出をするもの。
　　　　　発議者　實川嘉一議員ほか１名

可決
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議案
第４号

保育士不足を解消するため、保育士の処遇を大幅に改善す
ることを求める意見書・・・陳情第 3 号の採択を踏まえ、そ
の趣旨に沿い関係行政庁に意見書提出をするもの。
　　　発議者　麻生孝之議員ほか１名

認定
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

発議案
第６号

圏央道（大栄・横芝間）の早期着工等に関する決議・・・国
に対して圏央道大栄・横芝間の開通目標を明示するともに、
早期着工、早期完成と地域交流拠点との接続が可能となる休
憩施設の設置を要望するもの。
　　　発議者　岩澤達弥議員ほか１名

採択 
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
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地
方
創
生
で
は
他

の
自
治
体
と
の
横

の
つ
な
が
り
が
必
要
に
な

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
町
長
】
加
速
化
交

付
金
事
業
（
Ｄ
Ｍ

Ｏ
事
業
）
は
も
ち
ろ
ん
、

今
年
度
に
申
請
検
討
し
て

い
る
交
付
金
は
、
山
武
市

や
横
芝
光
町
と
の
連
携
を

含
ん
で
い
る
。
山
武
地
域

お
よ
び
空
港
圏
自
治
体
と

も
連
携
を
進
め
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ

施
行
さ
れ
て
い
な
い
事
業

が
い
く
つ
か
あ
る
。
病
児

保
育
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

に
つ
い
て
、
施
行
の
見
通

し
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
ど
ち
ら
も

専
用
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
、
看
護
師
や
援
助
会

員
の
確
保
が
難
し
い
状
況

だ
が
、
現
在
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
の

充
実
・
拡
大
を

計
り
、
そ
の
機

能
を
持
た
せ
る

よ
う
に
し
た
い
。

一
方
で
、
学
童

ク
ラ
ブ
は
平
成

27
年
に
施
設
を

増
設
し
事
業
拡

大
し
て
い
る
。

平
成
27
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
「
芝

山
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
と
平
成
28

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
芝
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
中
に
、
若
い
世
代
の
結

婚
、
出
産
、
子
育
て
支
援

を
行
う
と
い
う
基
本
目
標

が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
両

者
の
整
合
性
を
保
っ
て
い

く
か
。【

町
長
】
両
者
は
同

じ
目
標
に
向
か
っ

て
お
り
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
を
具
体
的
に

進
め
る
こ
と
が
、
総
合
戦

略
の
目
標
達
成
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
の
中
で
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

は
に
わ
台
団
地
内

に
あ
る
風
和
里
ふ

れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経

営
状
況
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
年
間
売
上

額
が
約
50
万
円
、

人
件
費
や
光
熱
費
に
約

３
０
０
万
円
を
要
す
る
た

め
、
現
在
約
２
５
０
万
円

の
赤
字
が
発
生
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

開
店
当
時
に
比
べ

て
、
商
品
の
種
類

と
数
が
大
幅
に
減
り
、
買

い
物
が
し
に
く
く
な
っ
た

と
い
う
声
が
利
用
者
か
ら

出
て
い
る
が
、
何
故
か
。

ま
た
買
い
物
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
自
動
車
の
訪
問

販
売
な
ど
を
検
討
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
風
和
里
は
、

生
産
者
か
ら
商
品

を
預
か
っ
て
販
売
す
る
と

い
う
経
営
方
法
な
の
で
、

売
れ
残
り
が
多
い
以
上
、

商
品
の
数
を
減
ら
さ
ざ
る

を
え
な
い
。
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
現
在
に
至
っ
た
。

　
し
か
し
、
風
和
里
ふ
れ

あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
あ
く

ま
で
は
に
わ
台
団
地
で
暮

ら
す
方
々
の
買
い
物
事
情

を
改
善
す
る
目
的
で
オ
ー

プ
ン
し
た
の
で
、
当
面
の

対
策
と
し
て
、
電
話
で
の

注
文
販
売
を
よ
り
多
く
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
。
今

後
は
自
動
車
に
よ
る
訪
問

販
売
も
含
め
て
改
善
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

子育て支援センター内

坂
井
　
慶
子
　
議
員

は
に
わ
台
団
地
内
の
風
和

里
の
改
善
策
は
？

自
治
体
連
携
で

地
方
創
生
を

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

を
地
方
創
生
に
し
っ
か
り
生

か
す
べ
き
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ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

ル
ー
ト
変
更
（
駅
前

１
号
線
は
に
わ
道
バ
イ
パ

ス
ル
ー
ト
、
山
中
ル
ー
ト
）

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
町
長
】 

両
ル
ー
ト

と
も
現
在
検
討
中
。

空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
導

入
し
た
が
、
学
生
用
定
期

券
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。（
30
日
使
う
と

１
万
６
２
０
０
円
、
ふ
れ

夜
間
飛
行
制
限
の
緩

和
は
第
３
滑
走
路
、

Ｂ
滑
走
路
延
伸
と
違
い
合

意
さ
れ
れ
ば
即
運
用
で
き

る
事
項
で
あ
る
。
い
ち
早

く
現
騒
音
下
住
民
の
意
見

を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】 

夜
間
飛
行

制
限
の
緩
和
に
つ
い

て
の
み
現
騒
音
下
住
民
の

意
見
を
聞
く
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

発
着
枠
30
万
回
合

意
時
の
騒
音
コ
ン

タ
ー
見
直
し
で
、
移
転
対

象
と
な
っ
た
世
帯
の
そ
の

後
の
状
況
は
。

【
町
長
】 

新
た
に
23

戸
が
移
転
対
象
に
な

り
４
戸
が
町
外
移
転
、
６

戸
が
町
内
移
転
、
13
戸
は

ま
だ
移
転
申
し
出
を
受
け

て
い
な
い
。

※
今
ま
で
以
上
に
町

内
移
転
、
相
談
業
務

を
町
の
仕
事
と
し
て
親
身

に
な
っ
て
あ
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

ひ
こ
う
き
の
丘
は
大

盛
況
で
す
。
条
例
で

利
用
時
間
を
６
時
か
ら
23

時
と
定
め
た
が
公
園
的
な

場
所
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

利
用
時
間
を
撤
廃
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
保
安
上
の

理
由
で
千
葉
県
警
か

ら
の
指
導
事
項
に
入
っ
て

い
る
。点

（
ひ
こ
う
き
の
丘
）

の
整
備
が
ほ
ぼ
完

了
。
次
は
線
（
道
路
）
の

整
備
に
移
る
の
で
は
な
い

か
。
更
に
面
整
備
は
い
つ

行
う
の
か
。

【
町
長
】
空
の
駅
と

航
空
博
物
館
、
ひ
こ

う
き
の
丘
を
結
ぶ
周
遊

コ
ー
ス
を
構
築
し
た
い
。

池
は
空
港
会
社
が
整
備
す

る
こ
と
で
ほ
ぼ
合
意
さ
れ

て
い
る
。

空
の
駅
か
ら
、
ひ
こ

う
き
の
丘
・
航
空
科

学
博
物
館
が
直
線
で
目
視

で
き
る
よ
う
に
立
木
を
伐

採
し
た
ら
い
か
が
か
。

【
町
長
】
予
算
面
、

観
光
・
景
観
的
な
面

か
ら
見
て
も
現
実
的
で
は

な
い
。夜

間
飛
行
制
限
の
緩

和
を
空
港
会
社
、
航

空
会
社
は
何
時
間
希
望
し

て
い
る
の
か
。
時
間
数
を

想
定
し
な
け
れ
ば
騒
音
コ

ン
タ
ー
は
示
せ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
具
体
的
な

時
間
は
聞
い
て
い
な

い
。
騒
音
コ
ン
タ
ー
は
夜

間
10
便
飛
び
立
て
ば

１
０
０
便
の
計
算
に
な

る
。

あ
い
バ
ス
は
定
期
券
で

３
０
０
０
円
）

【
町
長
】 

Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
対
応
定
期
シ
ス
テ

ム
導
入
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
。
更
に
収
益
減

も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

あ
い
あ
い
タ
ク

シ
ー
は
タ
ク

シ
ー
車
両
に
な
っ
た

が
目
立
た
な
い
。
誰

が
見
て
も
解
る
よ
う

工
夫
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
待
機
場

所
も
駅
や
官
公
所
に

限
定
す
べ
き
で
は
な

い
か
。【

町
長
】 

工
夫

を
重
ね
、
わ

か
り
や
す
い
表
示
を
考
え

た
い
。
待
機
場
所
は
委
託

業
者
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

岩
澤
　
達
弥
　
議
員空

港
機
能
強

化
は
ど
う
な

る
？

ス
カ
イ
パ
ー
ク
し
ば
や
ま
を
？

公
共
交
通
の
充
実
を
！
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分
金
額
は
ど
の
よ
う
に
し

て
算
定
し
た
の
か
。

【
企
画
政
策
担
当
課

長
】
業
者
か
ら
の
見

積
も
り
と
個
々
の
単
価
の

累
積
で
算
定
し
ま
し
た
。

交
付
金
を
取
得
す
る

重
要
な
要
素
は
「
官

民
協
働
」
で
す
。
民
と
は

ど
ん
な
組
織
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
当
初
、

民
か
ら
提
案
さ
れ
た
事
業

計
画
と
違
う
内
容
で
申
請

し
た
よ
う
だ
が
そ
の
理
由

は
。

【
企
画
政
策
担
当
課

長
】官
以
外
の
個
人
、

法
人
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
県
と
国
と
と
も
に
内

容
を
十
分
に
検
討
し
、
そ

の
指
導
に
沿
っ
て
作
成
し

ま
し
た
。

今
後
法
人
格
を
持
っ

た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
を
立

ち
上
げ
、
自
立
し
て
運
営

し
、
事
業
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
現
況

と
見
通
し
は
。

会
議
の
中
で
議
論
し
、
そ

の
意
見
を
反
映
し
て
戦
略

を
つ
く
り
ま
し
た
。

町
の
刊
行
物
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
の

①
契
約
方
式
、
契
約
期
間

は
。
②
選
定
基
準
は
。
③

現
在
発
注
し
て
い
る
も
の

は
。

【
町
長
】
①
随
意
契

約
で
１
年
、
②
企
画

能
力
と
金
額
、
③
総
合
計

画
（
後
期
）

交
付
額
約
６
２
０
０

万
円
の
事
業
別
の
配

【
企
画
政
策
担
当
課

長
】
Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を

公
募
し
、
28
名
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
早
い
時
期

に
法
人
化
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

地
方
創
生
交
付
金
は

５
年
間
継
続
さ
れ
る

よ
う
で
す
。
今
後
の
申
請

内
容
や
申
請
金
額
は
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
考
え
、
そ
れ
に
沿
っ

た
も
の
と
な
る
べ
き
と
思

う
が
。【

企
画
政
策
担
当
課

長
】
28
年
度
か
ら
は

新
型
交
付
金
と
な
り
、
自

治
体
間
連
携
が
必
須
で

す
。
現
在
山
武
市
を
中
心

に
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
関
連
の
予
算

を
中
心
に
計
上
し
た
の
で

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
皆
さ
ん
に
意
見

を
伺
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
立
ち
上
げ

に
際
し
、
最
も
重
要

な
こ
と
は
官
民
協
働
の
形

を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
で

本
戦
略
を
実
行
性
の

あ
る
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
計
画
の
理
念
を

具
体
化
す
る
総
合
戦
略
関

連
条
例
の
整
備
が
必
要
と

思
う
が
。

【
町
長
】
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
が
施

行
さ
れ
て
い
る
の
で
現
在

は
考
え
て
い
な
い
。
今
後

必
要
が
あ
れ
ば
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

本
戦
略
の
成
否
は
、

い
か
に
し
て
よ
り
多

く
の
町
民
参
加
が
得
ら
れ

る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
事
業

個
々
の
進
捗
状
況
を
随
時

平
易
な
言
葉
で
公
開
す
べ

き
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
歩

進
ん
で
、
町
民
に
意
見
提

出
権
を
付
与
す
べ
き
と
思

う
が
。【

町
長
】
総
合
戦
略

推
進
会
議
を
初
め
、

多
く
の
町
民
に
情
報
を
公

開
し
て
い
き
ま
す
。
意
見

提
出
権
ま
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

自
治
の
主
要
ア
イ
テ

ム
と
は
、
公
開
・
参

加
・
評
価
・
財
務
・
法
務

で
す
。
本
戦
略
の
基
本
目

標
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】
産
官
学
金

労
言
の
代
表
者
で
組

織
さ
れ
た
総
合
戦
略
推
進

す
。
申
請
書
に
は
ど
う
記

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
企
画
政
策
担
当
課

長
】
官
民
協
働
と
と

も
に
、
政
策
間
連
携
、
地

域
間
連
携
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
農
家
、
各
種
団

体
、金
融
、大
学
、Ｎ
Ａ
Ａ
、

空
港
圏
自
治
体
連
協
な
ど

と
の
連
携
を
計
画
書
の
中

に
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

本
町
の
文
化
遺
産
で

あ
る
殿
塚
・
姫
塚
の

周
辺
一
体
を
横
芝
光
町
・

千
葉
県
・
文
化
庁
に
働
き

か
け
、
古
墳
公
園
と
し
て

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
は
に
わ
の

里
・
芝
山
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
重
要
な
地
域
で
す

の
で
地
籍
調
査
や
学
術
調

査
を
行
い
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
き
ま
す
。

小
嶋
　
秀
樹
　
議
員

地
方
創
生
総
合

戦
略
を
本
町
の

指
針
に
!!

地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
の
有

効
活
用
を
!!

新
た
な
観
光

資
源
を
提
案

し
ま
す
!!
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農
村
は
人
口
の
減

少
や
高
齢
化
に
よ

り
集
落
の
維
持
が
危
ぶ
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
祭
り
や

草
刈
り
等
の
共
同
作
業
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
空
き
家
が
点
在
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
仕

事
が
多
様
化
す
る
中
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
維

持
は
行
政
と
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
で
あ
り
、
施
策
は
。

【
町
長
】
人
・
農
地

プ
ラ
ン
制
度
と
い

う
機
会
を
利
用
し
て
話
し

合
い
を
重
ね
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
や

地
域
が
未
来
へ
の
意
思
を

明
確
に
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
先
で
町
と
し
て
具
体

的
な
支
援
、
あ
る
い
は
施

策
を
展
開
し
ま
す
。

農
作
業
機
械
が
壊

れ
た
ら
農
業
を
や

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
つ

つ
、
中
核
と
な
る
事
業
の

継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧

を
可
能
と
す
る
た
め
に
、

平
常
時
に
行
う
べ
き
活
動

や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業

継
続
の
た
め
の
方
法
、
手

段
な
ど
を
取
り
決
め
て
お

く
計
画
の
こ
と
で
す
。

め
る
と
い
う
話
は
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
機
械
化
補
助

の
導
入
が
必
要
と
考
え
る

が
。

【
ま
ち
づ
く
り
課

長
】
機
械
化
の
助

成
は
現
在
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
将
来
性
や
持

続
性
の
あ
る
施
策
と
支
援

体
制
の
構
築
に
向
け
、
今

後
調
査
、
検
討
し
ま
す
。

経
営
改
善
の
視
点

か
ら
も
、
風
和
里

し
ば
や
ま
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
広
く
公
表
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
課

長
】
第
三
セ
ク
タ
ー

で
す
の
で
、
広
く
生
産
者

熊
本
、
大
分
の
震

災
が
あ
り
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
５
年
で

す
。
防
災
対
策
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
及
び
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
、
総
括
は
。

【
総
務
課
長
】 

ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
、
防
災
計
画
の
改
定

を
行
い
、
施
設
の
整
備
、

さ
ら
に
機
能
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

　
災
害
時
の
自
主
防
災
組

織
を
柱
と
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
強
化

が
重
要
と
位
置
付
け
、
可

能
で
あ
れ
ば
、
町
内
全
域

に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
舎
機
能
の
業
務

継
続
、
こ
れ
は
災
害
対
策

本
部
の
機
能
維
持
と
被
災

者
の
生
活
支
援
に
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
町
防
災
行

政
の
喫き

っ
き
ん緊

（
さ
し
つ
ま
っ

て
大
切
な
こ
と
）
の

課
題
で
す
。
今
年
度

は
、
庁
舎
機
能
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
作
成
を
推
進
し

ま
す
。

※
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
と
は
、
企

業
が
自
然
災
害
、
大

火
災
、
テ
ロ
攻
撃
な

ど
の
緊
急
事
態
に
遭

遇
し
た
場
合
に
お
い

て
、
事
業
資
産
の
損

組
合
、
利
用
者
、
町
民
の

方
に
わ
か
る
よ
う
な
形
で

情
報
公
開
を
し
て
い
き
た

い
。

さ
ら
な
る
飛
躍
の

た
め
風
和
里
し
ば

や
ま
と
し
て
農
産
物
の
戦

略
的
生
産
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
専
門
的
な
職
員
の

配
置
を
望
み
ま
す
。

【
町
長
】
生
産
者
の

皆
様
の
売
り
上
げ

を
第
一
に
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
商
品
の
競
合
を

避
け
る
意
味
で
も
、
足
り

な
い
も
の
は
仕
入
れ
に
よ

り
補
い
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
販
売
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

　「環境にやさしい農業」を進めながら、
安心して購入できる農産物をお届けするた
め、化学合成農薬と化学肥料を通常の半分
以下に減らして栽培しています。

地区防災倉庫

實
川
　
嘉
一
　
議
員

町
内
全
域
に

自
主
防
災
組

織

農
業
機
械
の

助
成
検
討

風
和
里
し
ば

や
ま
情
報
公

開27
年
度
決
済

１
８
０
０
万
円

の
黒
字



芝山議会だより　第112号──── 10

成
田
空
港
に
関
す

る
四
者
協
議
で
の

確
認
事
項
に
つ
い
て
、
町

民
に
対
し
町
独
自
と
し
て

も
具
体
的
に
周
知
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

【
町
長
】
今
後
の
機

能
強
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
騒
音
コ
ン
タ
ー
、

航
空
機
騒
音
の
影
響
、
環

境
対
策
に
つ
い
て
早
期
に

提
示
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
調
査
、
検
討
を
進
め
る

よ
う
空
港
圏
自
治
体
連
絡

協
議
会
か
ら
国
と
空
港
会

社
に
要
望
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

成
田
空
港
周
辺
の

都
市
基
盤
整
備
計

画
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
施
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】
空
港
周
辺

の
都
市
基
盤
整
備

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
末

に
、
町
道
01-

０
０
９
号

線
（
駅
前
一
号
線
）
で
あ

り
、
主
要
地
方
道
成
田
松

尾
線
Ⅱ
期
の
供
用
の
開

始
、
ま
た
今
年
度
末
に
は

町
道
４
Ｂ
Ｌ-

０
０
２
７

号
線
の
工
事
完
了
の
予
定

に
な
っ
て
お
り
、
着
実
に

都
市
基
盤
整
備
が
進
ん
で

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

成
田
空
港
に
お
け

る
環
境
整
備
対
策

等
の
検
証
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
。

【
町
長
】
環
境
整
備

対
策
の
検
証
も
毎

年
成
田
空
港
の
四
者
協
議

会
担
当
部
課
長
会
議
で
検

証
し
つ
つ
、
残
さ
れ
た
芝

山
鉄
道
延
伸
の
検
討
な

ど
、
引
き
続
き
協
議
が
必

要
な
課
題
も
残
っ
て
お
り

ま
す
。第

４
次
芝
山
町
総

合
計
画
に
あ
る
人

口
増
計
画
に
進
展
が
な
く

人
口
が
減
少
し
て
い
る

が
、
今
後
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

【
町
長
】
千
代
田
駅

周
辺
の
整
備
が
進

み
、
併
せ
て
駅
前
周
辺
に

宿
泊
施
設
や
商
業
施
設
、

企
業
誘
致
や
住
宅
の
張
り

付
き
が
進
め
ば
、
人
口
減

少
か
ら
人
口
増
に
転
ず
る

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
是

非
、
千
代
田
駅
周
辺
を
拠

点
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。千

代
田
駅
前
の
都

市
計
画
の
再
整
備

の
必
要
性
に
つ
い
て
の
答

弁
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
施
策

を
提
案
し
て
い
く
と
答
弁

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
は
。

【
町
長
】
千
代
田
周

辺
地
域
は
約
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
地
籍
調
査
が

終
了
し
、
し
っ
か
り
と
し

た
都
市
計
画
に
基
づ
く
調

査
も
終
了
し
て
お
り
ま

す
。

　
若
干
イ
ン
フ
ラ
関
係

は
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
形
で
取

り
戻
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

芝
山
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
で
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

で
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
芝
山
町
が
住
み
に
く

い
理
由
の
ト
ッ
プ
３
が
　

１
．
交
通
の
便
が
よ
く
な

い
。
２
．
買
い
物
が
不
便

で
あ
る
。
３
．
医
療
施
設

や
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
で

あ
る
と
指
摘
を
受
け
て
い

る
が
、行
政
と
し
て
今
後
、

改
善
に
向
け
取
り
組
む
姿

勢
は
る
の
か
。

【
町
長
】
都
市
部
の

よ
う
な
交
通
網
を

整
え
る
こ
と
は
非
常
に
困

難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
芝

山
鉄
道
を
は
じ
め
、
高
速

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
利
用

駐
車
場
へ
の
充
実
、
更
に

本
年
10
月
よ
り
役
場
か
ら

品
川
Ｊ
Ｒ
大
崎
駅
ま
で
の

高
速
バ
ス
の
運
行
誘
致
と

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
強

化
さ
れ
交
通
の
利
便
性
に

寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。買

い
物
に
つ
い
て
、

医
療
施
設
な
ど
に

つ
い
て
は
。

【
町
長
】
千
代
田
地

区
に
も
商
業
施
設

等
を
誘
致
し
買
物
し
や
す

い
環
境
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
医
療
施

設
に
つ
い
て
も
近
隣
施
設

と
連
携
を
結
び
な
が
ら
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

伊
橋
　
寿
夫
　
議
員

空
港
関
係

ま
ち
づ
く
り

関
係
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高
速
バ
ス
路
線
の
開
設

問
︵
川
口
議
員
︶
ウ
�

ラ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
㈱

の
経
営
状
況
は
。

答
（
町
長
）
優
良
企
業

で
あ
り
�
路
線
バ
ス
部

門
で
は
大
手
の
会
社
で

あ
る
�

問
︵
岩
澤
議
員
︶
高
速

バ
ス
運
行
に
関
わ
る
町

の
負
担
は
あ
る
の
か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課

長
）
運
行
に
関
わ
る
町

負
担
金
は
無
い
が
�
バ

ス
タ
�
ミ
ナ
ル
と
事
務

所
の
用
地
確
保
は
あ
る

と
思
う
�

問
︵
岩
澤
議
員
︶
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
は

町
負
担
と
な
る
の
か
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課

長
）
整
備
は
町
が
行
う

こ
と
に
な
り
�
今
後
補

正
予
算
で
対
応
し
た
い
�

は
に
わ
台
団
地
の
下
水
道

問
︵
小
嶋
議
員
︶
説
明
会
で
の
状
況
は
。

答
（
都
市
下
水
担
当
課
長
）
３
月
に
３

日
間
・
４
月
に
６
日
間
に
実
施
し
�
接

続
工
事
は
本
年
度
予
定
し
て
お
り
�
来

年
度
よ
り
供
用
開
始
し
た
い
と
考
え
る
�

概
ね
反
対
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
�

問
︵
小
嶋
議
員
︶
料
金
体
系
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
（
都
市
下
水
担
当
課
長
）
現
在
10
㎥
・

８
０
０
円
�
越
え
た
分
１
㎥
に
つ
き
、

80
円
だ
が
、
改
正
案
は
基
本
料
金
10
㎥

２
０
０
０
円
、
１
㎥
に
つ
き
１
０
０
円

と
な
る
�

問
︵
小
嶋
議
員
︶
改
正
案
に
つ
い
て
住

民
の
意
見
は
。

答
（
都
市
下
水
担
当
課
長
）
町
内
の
下

水
道
使
用
量
の
均
衝
を
は
か
る
た
め
の

理
由
に
よ
り
�
概
ね
了
承
い
た
だ
い
た
�

旧
菱
田
小
の
有
効
活
用
検
討
調
査
報
告

問
︵
坂
井
議
員
︶
校
舎
の
耐
震
は
大
丈

夫
な
の
か
。

答
（
財
政
担
当
課
長
）
耐
震
を
み
た
し

て
い
な
い
�
今
後
�
利
活
用
で
耐
震
が

必
要
な
の
か
は
本
年
度
策
定
予
定
の
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
示
し
た
い

と
考
え
て
い
る
�

第
２
回
議
会
定
例
会
提
出
議
案

問
︵
平
山
議
員
︶
公
共
下
水
道
施
設
の
建
設

工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
髄
意
契
約
の
理

由
は
。

答
（
町
長
）
設
計
に
つ
い
て
は
専
門
職
を
要

す
る
の
で
�
千
葉
県
下
水
道
公
社
し
か
な
い

と
思
わ
れ
る
�
ま
た
�
国
費
の
会
計
検
査
員

の
監
査
に
も
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
で
�
大

き
な
優
位
点
で
あ
る
�

問
︵
麻
生
議
員
︶
公
共
交
通
利
用
者
等
駐
車

場
整
備
に
伴
う
現
況
測
量
等
の
内
容
は
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
役
場
敷
地
の
用

地
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
�
隣
接
地
の
測
量

費
１
９
８
８
千
円
を
予
定
し
て
お
り
�
そ
の

他
に
元
の
分
遺
所
跡
地
に
係
わ
る
も
の
で
あ

る
�

問︵
麻
生
議
員
︶役
場
敷
地
の
増
設
の
理
由
は
。

答
（
総
務
課
長
）
役
場
の
敷
地
と
し
て
有
効

活
用
を
図
り
た
い
�
将
来
的
に
は
�
車
庫
等

の
老
朽
化
に
よ
り
施
設
の
再
配
置
も
視
野
に

入
れ
て
い
き
た
い
�

問
︵
内
田
議
員
︶
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託

の
内
容
は
。

答
（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
返
礼
品
に
つ
い

て
は
�
ほ
ぼ
寄
付
金
の
５
割
相
当
分
を
返
礼

し
�
そ
の
商
品
と
発
送
料
が
含
ま
れ
て
い
る
�

4
月
21
日

5
月
20
日

6
月
3
日

町
長
車
は
次
期
車
種
の

選
定

問
︵
石
田
議
員
︶
水
素

車
の
リ
ー
ス
の
年
間
経

費
は
。

答
（
町
長
）
５
年
契
約

で
�
月
10
万
５
千
円
位

で
あ
る
�

問
︵
平
山
議
員
︶
燃
料

を
供
給
す
る
ス
タ
ン
ド

は
大
丈
夫
な
の
か
。

答
（
町
長
）
空
港
内

に
あ
り
�
満
タ
ン
で

７
５
０
㎞
走
る
の
で
大

丈
夫
で
す
�
環
境
に
や

さ
し
い
車
で
あ
り
環
境

に
貢
献
で
き
る
と
思
う
�

ま
た
今
年
度
�
道
の
駅

﹁
風
和
里
﹂
に
電
気
ス

テ
�
シ
�
ン
を
設
置
し

た
い
と
考
え
て
い
る
�

問
︵
岩
澤
議
員
︶
電
気

自
動
車
の
電
気
ス
タ
ン

ド
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

年
間
経
費
23
万
円
位
で

あ
る
と
思
う
�

全員協議会質疑
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ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
質
疑

請
願
第
１
号

　「
国
に
お
け
る
平
成
29
年

度
教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
請

願
書

　
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
を

め
ざ
し
豊
か
な
教
育
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
は
、
子
供
た

ち
の
教
育
環
境
の
整
備
を
一

層
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
国

か
ら
の
財
政
的
な
支
援
等
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

請
願
の
趣
旨
は
妥
当
で
あ
り
、

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
２
号

　「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

金
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
」
採
択
に
関
す
る
請
願

書

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

金
制
度
は
、
憲
法
上
の
要
請

と
し
て
、
子
供
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
国
民
と
し
て
必
要
な

基
礎
的
資
質
を
培
う
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
教
育
の
全
国

水
準
や
機
会
均
等
を
確
保
す

る
義
務
教
育
の
基
盤
づ
く
り

は
、
国
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

請
願
の
趣
旨
は
妥
当
で
あ
り
、

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

6
月
7
日

総
務
常
任
委
員
会
質
疑

　
公
立
保
育
所
の
一
般
財
源
化
を
廃

止
し
、
直
接
補
助
制
度
に
戻
す
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

　
本
町
に
お
い
て
現
時
点
で
は
、
待

機
児
童
は
お
ら
ず
公
立
保
育
所
の
財

政
運
営
は
安
定
し
て
い
る
が
、
慎
重

に
審
査
す
べ
き
と
判
断
し
全
員
賛
同

で
継
続
審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
保
育
士
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

保
育
士
の
処
遇
を
大
幅
に
改
善
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

　
賃
金
を
労
働
者
の
平
均
に
す
る
こ

と
や
実
態
に
見
合
う
職
員
配
置
を
実

現
す
れ
ば
、
保
育
士
不
足
が
解
消
す

る
可
能
性
が
大
い
に
あ
り
全
会
一
致

で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
子
育
て
費
用
の
家
計
負
担
軽
減
化

を
は
か
る
た
め
に
保
育
料
の
低
減
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

　
本
町
の
保
育
行
政
施
策
と
乖
離（
か

い
り
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
賛
同
委
員

少
数
で
不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
を
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」

に
す
る
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
を
廃

止
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
防
衛
・
外
交
問
題
に
つ
い
て
は
当

委
員
会
に
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
理

由
に
よ
り
委
員
全
員
に
て
不
採
択
と

決
定
し
ま
し
た
。

6
月
8
日
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活 動 報 告

全員完走目指して第５回ツーデーマーチ

共通問題を話し合い芝山、多古町議会連協

わかりやすい議会だよりを市町村議会広報研究会

クラスの力を結集して芝山中学校体育祭

年に一度受講する山武郡市議員研修

幻想的な光の中第 14回ホタル夏祭



芝山議会だより　第112号──── 14

山武郡市議会議員研修

議会だより編集委員会視察研修

議会基本条例10年をむかえて〜これからの課題を展望する〜

7月14日㈭～15日㈮

　７月１日山武市成東文化会館「のぎくプラザ」で山武郡市議会議員研修会が開催されました。

法政大学常務理事・法学部教授　廣瀬克哉先生による講演をお聞きしました。　北海道栗山町

が議会基本条例を制定し10年で全国７３６の議会（41％）が条例制定に取り組んだこと。こ

れにより全国各地の議会が議会改革に取り組み、議会報告会の開催、通年議会の導入、住民と

の対話の取り組みなどが行われて

きました。

　今後は行政が不得意な課題こそ

議会の出番であり「期待の斜め

上」を実現できる議会が望まれる

とのことでした。

※町議会では条例制定はしていま

せんが、平成27年２月に基本的事

項をまとめ「芝山町議会申し合わ

せ事項」制定・運用しています。

　編集委員会は、兵庫県揖保郡太子町議会に視察

に行って参りました。

　兵庫県の南西部に位置し、世界文化遺産国宝姫

路城がある姫路市に隣接している、人口34.355

人 ( 平成 28年 4月1日現 )の町です。

　内容は、紙面の構成・広報に関する常任委員会

について、また議会中継や議会だよりを考える円

卓会議の内容など、本町ではまだ取り組んでいない事業についてもお話を伺う事ができました。

　多くの皆さんに読んでいただくため

に、わかりやすく興味をもってもらえ

るように、今回の研修で学んだことを

次号から役立て、開かれた議会・開か

れた町政を目指して編集委員一同新た

な気持ちで広報作成に取り組んでいき

たいと考えております。



────芝山議会だより　第112号15

　２００８年の春、子育て中の親の間で、この団地の

人たちが楽しめる夏祭をやったらどうだろう？という

声が上がった。わずか数人の間の話だったが、すぐに

話は広がり、世代を超えて実行委員が集まった。

　３カ月前から活発な意見を出し合い、最初の祭から

大成功を収めた。その後も毎年念入りな準備を重ねて

いる。

はにわ台祭

　実行委員の手作りメニュー「焼き鳥・焼きそば・

お好み焼き」は、毎年売り切れの大人気。子供会

の親子を中心にした「よさこい踊り」や、誰でも

参加できる「ゆかた甚平コンテスト」は、楽しい

イベントとして受け継がれている。

　「祭を永く続けて、これから生まれてくる子供達

にとって、地元の伝統的な祭となるようにしたい」

と、実行委員が笑顔で語った。

前議長

小川　宏治　氏

前山武郡市議会議長会長を退任された、
小川宏治氏に感謝状が贈呈されました。

多年にわたり、議会議員として活躍されて
いる石田謙一議員が表彰されました。

石田　謙一　議員

山武郡市議長会会長より感謝状

議員在職 10 年自治功労表彰

　今回は、地域のコミュニケーションを深めようと活躍しているはにわ台祭実行委員会を訪ねました。
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平成28年
第3回芝山町議会定例会のお知らせ

※日程等の詳細は議会事務局　TEL0479－77－3922へ

又は芝山町ホームページ芝山町議会をご覧ください。
（http://www.town.shibayama.lg.jp)

期日　9月8日（木）～
　  9月20日（火）（予定）

※議会との意見交換を希望する団体を募集しています。

 4 月 21 日

 5 月  2 日
　　 20 日
　　 21 日

　　 31 日
 6 月  3 日

　　  4 日

全員協議会
空港対策委員会
議会だより編集委員会
議会運営委員会
全員協議会
第 5回成田エアポートツー
デーマーチ (1日目 )
議会運営委員会
全員協議会 (第2回定例会提
出議案等 )
芝山中学校体育祭

第2回芝山町議会定例会
芝山・多古町議会連絡協議会総会
山武郡市議会議長会議員研修会
芝山町カローリング大会
市町村議会広報研究会
議会だより編集委員会
議会だより編集委員会

議会だより編集委員会視察
議会だより編集委員会
議会だより編集委員会

6 月 7 日～ 10日

　　 27 日
7 月 1  日
　　3 日
　　4 日
　　8 日
　　13 日
　　14 日～ 15日

　   19 日
　   20 日

　
三
月
議
会
の
後
も
、
私
た
ち

芝
山
町
議
会
は
十
二
名
の
議
員

が
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
審
議
を

行
い
、
六
月
議
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
月
に
完
成
し
た
「
ひ
こ
う

き
の
丘
」
は
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
、
芝
山
に
ま
た
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
で
き
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
地
方
創
生
の
動
き
の

中
で
議
会
と
し
て
も
将
来
へ
向

け
て
町
づ
く
り
の
検
討
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
、

こ
の
両
方
の
魅
力
を
活
か
し
な

が
ら
町
づ
く
り
を
行
う
と
い
う

の
が
、
基
本
に
あ
る
考
え
で
す
。

町
の
個
性
を
失
う
こ
と
な
く
地

方
創
生
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

標
に
揚
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
議
員
は
町
民
の

み
な
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

み
な
さ
ん
の
代
表
と
し
て
町
づ

く
り
に
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
で
き
る
だ

け
解
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
質
問
や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

主な動き

編

集

後

記


